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聴覚蕗は鍋牛のラセン神経節の双極細抱に始まり， その末梢枝が背{題および援
{員)J踊牛神経接に入仏 ここからの二次ニューロンが背傑， 中間および援側聴条
〈台形体)を形成して交叉し上オリープ核群に至り， 更に外側毛替および外傑毛
書核を経て中踏の下丘核に達する。下丘からは下丘腕を経て間舗の内ftJl藤状体 
(MGB)に入り， その後， 諒放線を形成して大諮皮質の韓覚領に終っている。こ
のように聴覚路は， 多数の中継ニューロンが介在して， 次々と上位の核へ警報を
受け渡していく複雑な系をっくり上げている。
本書は，聴覚路の内， MGBから聴覚領への上行性結合を， ネコを用いて詳細
に調べた研究論文である。 45匹のネコの一割!ないし再現)jの聴覚領の計 61カ所に 
horseradish peroxidase (豆RP)を按量注入し， 各候iごとに MGB内に出現す
る HRP揚性細鹿〈つまり，聴覚領へ axonを送っているニューロン)の分布を
丹念にプロットして， MGBと聴覚預関の局在的対誌関孫を，従来よりも謡段と
精密かっ明瞭に記載した労作である。
ヒトの聴覚領は側頭葉の撰{良!J頭囲内長!l部にあり，ここは Brodmannの第41野と
その外舗の第42野に担当するとされている。 動物では， 電気生理学的および形態
学的所見から第 1次(AI)，第2次(An)聴覚領と EP域 (posteriorectosylvian 
に頼(EPv)と援傑部(EPd) 1域を背強EPに区分されている。著者らは，area)
分し，更に諸家の誹究結果を基にして， AIの背{員Jlで sulc.suprasylv. medius 
に面した狭い領域 (SF)，第2次身体知覚領 (SlI;Amを含む)，島域 (Ins;AIV 
を含む〉および側頭域 (Tem訟を加えている。一方， MGB詰小形細胞から成る
主蔀と大締胞部品在)とに二分されているが， 著者ら詰細胞構築的な梧違から，
主部を背傑 (D) と麗傑部に分仇後者を更に，締抱が弓状配列を示す部分 (V)
とその腹内側の不規開な細胞配列を示す Vv部とに細分している。後らの鐸た局
在関採を要約すれば， AIは MGBの主として V，若干をMから， また AIIは
主として怒，一部はDからの線維を受けている。 Vと AIとの需に辻，生理学的
に報告されている tonotopicな烏在を裏付けるような結合がみられている。つま
孔高音域に反応するお前方部と V内側部，抵音域の AI後方部と V外側部と
がそれぞれ対応するように結合されていることが解剖学的に証明されたわけで、あ
る。 SFと EPdへはD前方部とMの一部から， EPvへは主として VvおよびD
から， Snへは主にMからそれぞれ投射している。大纏抱部品のからは線経量の
多寡はあっても， 聴覚領の全てに線維を送っていることが解かる。 ここには下
丘，上丘， 脊髄等かちの求心性線維が終止しており，諒覚のみならず握覚，体制
知覚といった multimodalな感覚構報の集まる一種の連合機能を営んでいるらし
いという著者らの考えは興味深い。
なお，第 1著者である岡山大学涯学部解部学第3講座の新見嘉兵衛教委は， 視
床核の形態学的研究の第1入者であり，また，好著「神経解部学J(朝倉書j苫，昭和 
51年)も著わしておられる。 ちなみに， 本書は司教授の恩師である京都大学名誉
教授，平津興博士の77@]自の誕生日を祝って誇ぜられている。(徳永叡)
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